
 

 
 
◆「ゆるっと移住相談会 in Tokyo」で小坂町のワインを紹介 
 

9 月 28 日、青森県の 9 市町村と小坂町合同の「ゆるっと

移住相談会 in Tokyo」が東京・中目黒で開催され、小坂町か

ら町の「移住・定住」担当者と熊澤圭祐隊員が参加しました（小

坂町と十和田湖をはさんで隣の青森県の 9 市町村は「上十三・

十和田湖広域定住自立圏」となっているため、こうした合同イ

ベントが行われています）。 

イベントは、それぞれの町のおいしい料理とお酒を楽しみな

がら、先輩移住者の話を聞いたり、交流できるカジュアルなス

タイル。来場者の多くが 20 代～30 代で、熊澤隊員は移住 3

年目を迎えた小坂町での暮らしや子育て環境などについて、ま

た、小坂七滝ワイナリーのワインについてステージでトークを

行ったり、自ら来場者にワインをサーブしたりしました。 

熊澤隊員「移住・定住のイベントに参加するのも、ステージ

でトークをするのも初めて。小坂七滝ワイナリーの山ぶどう系

品種のワインはフレッシュでフルーティ、和食にも合わせやす

いといった特徴について話し、実際に来場者のみなさんに飲ん

でいただいたところ、本当に反応がよかった。中でも『岩木山

ぶどう』が大人気でした。こんなイベントがまたあればぜひ参

加したいです」 

小坂七滝ワイナリーの山ぶどう系ワ

インへの関心は大変高かったようです。

来場者の多くは青森の市町村の情報を

求めて来られた方々でしたが、小坂町

にも興味を持っていただくよい機会に

なったのではないでしょうか。十和田

湖を分かち合う青森と秋田、これから

も連携・交流しながら、地域全体の魅

力を高めていければよいですね。 
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地域おこし協力隊って？ 

都心部から人口減少や少子高齢化などの課題を抱える地方へ移住し、地域の新たな担い手として農

業・事業承継・情報発信などの「地域協力活動」を行いながら、地方への定住を目指す取り組みです。 

任期はおおむね１～３年。小坂町では現在 3 名の隊員（熊澤圭祐、猪野直子、石橋辰耶）が活動し

ています。最近の活動内容を紹介いたします！

ステージでのトークショー！

ステージでのトークショー！

青森のおいしいおつまみと小坂七滝ワインのコラボ（手前はたこつくね）



◆東京での「移住・交流イベント」に参加 

                                                           

猪野直子隊員は、10 月 4 日「あきた県北合同移住交流フェ

ア」、10 月 5 日「あきた移住・交流フェア」と、東京での移

住・交流イベント 2 つに参加しました。どちらも、現在秋田

県への移住を検討中という人のほか、たまたま通りかかった修

学旅行中の学生や、U ターンが卒論のテーマという秋田県出

身の学生、定年後は秋田に帰りたいという人、知人の息子さん

の移住・就農を応援したいという人など、実にさまざまな方々

がそれぞれの思いを持って来場されていました。初めて参加し

た隊員としては、他市町村の担当者のみなさんと交流できたこ

とも大変うれしく、ALL 秋田の魅力を再確認しました！ 

小坂町では、10 月 5、6 日、交流センター・セパームで小

坂町生涯学習のつどい「まなびピア 2024」が開催されまし

た。猪野隊員は国際料理教室「ミートパイづくり体験」（オー

ストラリア出身の国際交流員ブレット・ジョンソンさんが講

師！）、小坂陶芸クラブの「皿絵付体験」に参加。不器用すぎ

てどちらもえらく苦労しましたが、とても楽しかったです。 

 

 

◆小坂町に暮らして 1 か月 

 

　石橋辰耶隊員は地域おこし協力隊に着任して 1 か月が経ち

ました。それまでなじみのなかった秋田県小坂町での暮らし、

ワイナリーでの業務について聞いてみました。 

　石橋隊員「最初のうちは、何の作業をしているのかわからず、

ホワイトボードに書いてある予定表の言葉の意味もわからず、 

とにかくとても疲れて夜はすぐ寝ていましたが、今は少しずつ

やることがわかってきて、機械の組み立てもできるようになり、

慣れてきたなという感じです。毎日、いい筋トレだと思って作

業しています。時々はワイナリーのすぐそばの七滝に行って、 

龍神にあいさつしたりも。癒さ

れる風景ですよね。 

ワインのおいしさはぶどう次第

だということ、栽培の大変さに

ついても少しわかってきました」 

疲れた時は花輪の「ゆたろう」

に行っているという石橋隊員。

これから小坂町はぐんと寒くな

りますから、よくあったまって

ください！ 

                                                                                 

「小坂町地域おこし協力隊かわら版」はおおむね毎月 15 日ごろにゆるく発行予定です。 
みなさんの小坂町での暮らしや取り組み、イベントなどの情報をお知らせください！ 
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2 時間描きましたお肉ミッチミチ！

東京駅そば「移住・交流情報ガーデン」にて

道の駅十和田湖限定ワイン
「湖畔」おススメです！ 

職場のすぐそばに七滝！ 
（石橋隊員撮影） 


